
　地震、津波、火災…岩手県・三陸海岸の沿岸部にあ

る大槌町は東日本大震災で住民（約１万5000人）≫の１

割近くが死亡、行方不明になる甚大な被害を受けた。

震災直後から現地で支援に取り組む国際医療ボランデ

ィア・ＡＭＤＡ（本部・岡山市北区伊福町）の仲介で

昨年３月に来岡した県立大槌高吹奏楽剖と合同の「絆

コンサート」を開いた就実高（同弓之町）は今月中旬、

初めて大槌町を訪ねて２回目の共演を果たした。28日

からは大槌高硬式野球部が交流試合のため来閑中。こ

ちらも多くの熱い思いが重なって実現した。

‐
大
槌
高
硬
式
野
球
部
員
1
6
人
は
2
8
日
夕
、

倉
敷
市
入
り
。
3
1
日
ま
で
３
泊
４
日
の
日
程

で
、
交
流
試
合
や
美
観
地
区
観
光
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

　
同
市
内
の
介
護
事
業
所
に
勤
め
る
園
田
広

之
さ
ん
（
3
1
ブ
岡
山
市
中
区
平
＃
Ｈ
と
固
紋

の
佐
々
木
組
洋
監
督
が
日
体
大
野
球
部
の
同

級
と
い
う
縁
か
お
り
、
資
金
面
で
倉
敷
商
工

会
議
所
な
ど
の
協
力
や
市
民
か
ら
の
寄
付
も

あ
っ
て
実
現
し
た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
部

員
を
出
迎
え
た
園
田
さ
ん
は
「
被
災
し
な
が

ら
野
球
に
打
ち
込
む
皆
さ
ん
に
試
合
経
験
を

積
ん
で
も
ら
い
た
く
て
計
画
し
た
。
思
い
切

っ
て
プ
レ
ー
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に

生
か
し
て
」
と
激
励
。
主
将
の
２
年
佐
藤
大

規
君
（
1
7
）
に
花
束
を
手
渡
し
た
。

　
　
「
練
習
試
合
で
は
勝
利
す
る
思
い
を
強
く

持
ち
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
た
い
」
と

佐
藤
君
。
引
率
の
及
川
宏
明
部
長
は
「
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
は
良
い
経
験
。
一
生
懸

命
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
招
い
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
に
な
る
」
と
話
し

た
。
　
2
9
目
は
井
原
運
動
公
関
野
球
場
（
井
原
市
）

で
興
譲
館
高
と
対
戦
。
３
－
８
で
敗
れ
た
が
、

試
合
後
、
両
紋
選
手
は
互
い
の
攻
守
を
た
た

野球部招万き練習試合輿論館ﾚ倉敷商

園
印
さ
ん
（
有
）
か
ら
花
束
を
受
け
取
る

佐
諸
君
と
大
槌
高
野
球
部
員
ら
り
倉
敷
シ

ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

え
合
っ
た
。
3
0
日
は
倉
敷
商
業
高
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
倉
敷
市
）
で
固
紋
と
対
戦
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岸
本
渉
）

復
興
願
い
友
情
の
絆

　
就
実
高
吹
奏
楽
部
は
部
員
4
4
入
、
ド
レ
ー
に
続
い
て
、
人
形
劇
「
ひ
ょ

顧
問
２
入
が
1
5
日
か
ら
３
泊
４
日
の
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
賜
」
の
テ
ー
マ

日
程
で
大
槌
町
を
訪
れ
た
。
1
7
口
に
ソ
ン
グ
を
披
露
。
大
津
波
に
襲
わ
れ

開
い
た
２
度
目
の
「
絆
コ
ン
サ
ー
ト
」
た
大
槌
湾
に
は
、
隔
の
モ
デ
ル
と
さ

は
高
台
に
あ
っ
て
、
震
災
発
生
後
に
れ
る
「
蓬
莱
島
」
が
町
の
″
シ
ン
ボ
Ｆ
ｈ
Ｌ

避
難
所
に
な
っ
た
城
山
公
園
体
育
館
ル
″
と
し
て
無
事
に
残
っ
て
お
り
、

が
会
場
。
約
5
0
入
の
町
民
を
前
に
、
ぴ
っ
た
り
息
の
あ
っ
た
友
情
の
ハ
ー

就
実
高
は
得
意
と
す
る
ジ
ャ
ズ
ナ
ン
言
〒
に
会
場
が
沸
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
゛
　

」

バ
ー
「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
　
　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
「
故
郷
」
の
合

や
英
国
の
作
曲
家
が
震
災
復
興
へ
の
奏
、
合
唱
。
会
場
と
一
体
と
な
っ
て

サ

願
い
を
込
め
て
作
っ
た
「
匹
は
ま
た
体
育
館
を
包
み
ヽ
目
頭
を
押
さ
え
る

昇
る
」
を
カ
い
っ
ぱ
い
演
奏
し
た
。
町
民
も
い
た
。
就
実
高
吹
奏
楽
部
の
ン

　
大
祭
尚
の
吹
奏
楽
部
員
2
0
入
と
の
小
林
巧
顧
問
（
4
9
）
は
「
同
級
生
や
　
Ｓ

合
同
演
奏
で
は
東
北
地
方
の
民
謡
メ
親
、
兄
弟
を
亡
く
し
た
大
槌
高
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
－
徒
も
お
り
、
『
ど
ん
な
気
持
ち
で
歌

コ

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
‘
　
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
こ
と
ス
テ

　
　
　
　
7
7
1
　
七
Ｉ
ジ
に
一
緒
に
い
た
私
自
身
、
思
わ

同

　
　
　
　
回
。
　
４
　
゛
‘
　
’

｀
ず
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
た
」
と
言
っ
。

之
｀
゛
Ｊ
　

『
　
　
…
…
｛
　
両
校
の
交
流
は
大
震
災
直
後
に
始

1
1
一
顎
づ
　
｝
四
万
一
一
ｙ
’

』

”

｀
’
　
　
ま
り
、
就
実
高
か
ら
は
文
房
具
や
制

合

べ
摺
Ｊ
。
｝
賜
。
八
万
宍
’
・
、
　
　
一
″
一
。
服
な
ど
を
送
っ
た
。
岡
部
長
の
２
年
　
ヽ

｝
討
づ
鸚
頂
…
…
…
‘
『
清
水
一
希
さ
ん
（
1
7
ｙ
副
部
長
の

で

堂
上
『
昇
一
一
一
三
　
’
　
　
ｉ
．
『
１
年
山
本
紙
也
君
（
1
6
）
は
「
『
よ

言
よ
こ
こ
　
　
ー
　

歿
　
か
っ
た
よ
』
と
涙
声
で
お
礼
を
言
っ
・
’

Ⅲ
一
｝

昌
江
十
　
。
　
芦
て
い
た
だ
き
私
た
ち
の
方
が
貫
を
－
ｔ
・
″

　
ｆ
４
噛
て
　
　
　
　
　
　
　
応

…
…
万
言
…
…
…
…
　
。
一
一
も
ら
っ
た
」
「
現
地
を
体
感
す
る
こ
脱

言
二
Ｉ
士
・
ａ
『
　
　

｀
’

６
汐
　
と
が
で
き
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
復
i

l
‐
4
‐
‐
4
j

寸
戸
作
づ
…
…
…
Ｊ
’
・
　
・
…
…
ｌ
ｊ
・
。
。
一
一
｛
　
　
ヘ
カ
い
っ
ぱ
い
踏
み
出
し
て
い
る
姿

に
感
激
し
た
」
　
「
忘
れ
な
い
で
示
え

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
」
　
「
皆
に
語
り
継
ぎ
、
大
槌
の
仲

間
と
も
交
流
を
続
け
た
い
」
と
話
す
。

　
今
回
、
吹
奏
楽
部
員
は
大
槌
町
に

あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
、
放
笑
高
の
生
徒
・
教

職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
復
興
支
援
金

友
情
の
ハ
ー
モ
ニ

ス
テ
ー
ジ

９
７
一
万
３
０
０
０
円
を
寄
託
し
た
。
大

槌
高
か
ら
は
、
避
難
所
に
な
っ
た
同

を
記
し
た
り
手
形
を
押
し
た
「
絆
フ
実
中
・
高
の
終
業
式
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映

ラ
ッ
グ
」
が
贈
ら
れ
た
。

高
校
生
会

像
で
報
告
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
の
６
人
も

就
実
高
吹
奏
楽
部
に
同
行
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
裏
方
を
務
め
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
準
備
や
会
場
受
け
付

け
、
司
会
役
な
ど
を
こ
な
し
、
町

民
と
の
交
流
や
コ
ン
サ
ー
ト
盛
り

上
げ
に
若
い
力
を
発
揮
。
幕
間
に

は
、
大
槌
町
の
高
校
生
を
岡
山
市

に
招
い
て
実
施
し
て
い
る
被
災
・

復
興
状
況
の
塾
員
や
同
世
代
交

流
事
業
、
復
興
交
接
の
た
め
の
募

金
活
動
な
ど
紹
介
し
た
。

　
（
浅
沼
慎
太
郎
、
写
真
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
、
就
実
高
提
供
）
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